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(57)【要約】
【課題】よりチラツキを発生させずに、液晶パネルが対
応する階調以上の階調表示を擬似的に行うことができる
液晶表示装置を提供する。
【解決手段】液晶表示装置１００において、ＣＰＵ１８
１は、１フレーム当たり（ｎ＋ｍ）ビットの入力画像デ
ータにおける下位ｍビットをカットしてｎビットに変換
された第１フレーム画像データと、フレーム単位の入力
画像データにおける上位ｍビットをカットしてｎビット
に変換された第２フレーム画像データとを生成し、第１
フレーム画像データにおける上位ｍビットを除くビット
及び第２フレーム画像データにおける下位ｍビットを除
くビットを１ビット右にシフトさせ、入力画像データの
２倍のフレーム駆動周波数でデータ幅ｎビットの液晶表
示部１２に出力させ、第１フレーム画像データに対して
、第２フレーム画像データに基づく画像出力時のバック
ライト輝度を弱める。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１フレーム当たり（ｎ＋ｍ）ビット（ここで、ｎ及びｍは、自然数）の入力画像データ
に基づいて、データ幅ｎビットの液晶表示部に映像を表示する液晶表示装置において、
　フレーム単位の前記入力画像データにおける下位ｍビットをカットしてｎビットに変換
された第１フレーム画像データと、フレーム単位の前記入力画像データにおける上位ｍビ
ットをカットしてｎビットに変換された第２フレーム画像データと、を生成する生成手段
と、
　前記生成手段により生成された前記第１フレーム画像データにおける上位ｍビットを除
くビット及び前記第２フレーム画像データにおける下位ｍビットを除くビットを、それぞ
れ１ビット右にシフトするシフト演算を行うシフト演算手段と、
　前記シフト演算手段によりシフト演算された前記第１フレーム画像データ及び前記第２
フレーム画像データに基づく画像を、前記入力画像データにおける同期信号の周波数の２
倍のフレーム駆動周波数で、前記液晶表示部に出力させる出力制御手段と、
　前記第１フレーム画像データに基づく画像出力時のバックライト輝度に対して、前記第
２フレーム画像データに基づく画像出力時のバックライト輝度を、１／２m　とすること
により、前記第１フレーム画像データに基づく画像出力時のバックライト輝度に対して、
前記第２フレーム画像データに基づく画像出力時のバックライト輝度を弱めるバックライ
ト制御手段と、
　を備えることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　１フレーム当たり（ｎ＋ｍ）ビット（ここで、ｎ及びｍは、自然数）の入力画像データ
に基づいて、データ幅ｎビットの液晶表示部に映像を表示する液晶表示制御方法において
、
　フレーム単位の前記入力画像データにおける下位ｍビットをカットしてｎビットに変換
された第１フレーム画像データと、フレーム単位の前記入力画像データにおける上位ｍビ
ットをカットしてｎビットに変換された第２フレーム画像データと、を生成する工程と、
　次いで、前記第１フレーム画像データにおける上位ｍビットを除くビット及び前記第２
フレーム画像データにおける下位ｍビットを除くビットを、それぞれ１ビット右にシフト
するシフト演算を行う工程と、
　次いで、前記第１フレーム画像データ及び前記第２フレーム画像データに基づく画像を
、前記入力画像データにおける同期信号の周波数の２倍のフレーム駆動周波数で、前記液
晶表示部に出力させる工程と、
　前記第１フレーム画像データに基づく画像出力時のバックライト輝度に対して、前記第
２フレーム画像データに基づく画像出力時のバックライト輝度を弱める工程と、
　を備えることを特徴とする液晶表示制御方法。
【請求項３】
　１フレーム当たり（ｎ＋ｍ）ビット（ここで、ｎ及びｍは、自然数）の入力画像データ
に基づいて、データ幅ｎビットの液晶表示部に映像を表示する液晶表示装置において、
　フレーム単位の前記入力画像データにおける下位ｍビットをカットしてｎビットに変換
された第１フレーム画像データと、フレーム単位の前記入力画像データにおける上位ｍビ
ットをカットしてｎビットに変換された第２フレーム画像データと、を生成する生成手段
と、
　前記生成手段により生成された前記第１フレーム画像データにおける上位ｍビットを除
くビット及び前記第２フレーム画像データにおける下位ｍビットを除くビットを、それぞ
れ１ビット右にシフトするシフト演算を行うシフト演算手段と、
　前記シフト演算手段によりシフト演算された前記第１フレーム画像データ及び前記第２
フレーム画像データに基づく画像を、前記入力画像データにおける同期信号の周波数の２
倍のフレーム駆動周波数で、前記液晶表示部に出力させる出力制御手段と、
　前記第１フレーム画像データに基づく画像出力時のバックライト輝度に対して、前記第
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２フレーム画像データに基づく画像出力時のバックライト輝度を弱めるバックライト制御
手段と、
　を備えることを特徴とする液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置及び液晶表示制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、液晶パネルが対応する階調以上の階調表示を擬似的に実現し、色深度を改善
することができる液晶表示装置が開発されている。
【０００３】
　例えば、特許文献１には、透明絶縁性基板上にマトリクスアレイ状に配置した画素電極
を画面の表示時間の時分割により駆動し、時分割された画素電極の駆動に対応してバック
ライトの明るさを強弱させることにより、液晶表示装置に階調表示を行わせる液晶表示装
置が開示されている。
　また、例えば、特許文献２には、データ配分手段により、入力画像データを元の画像デ
ータよりも低解像度の複数フレームの画像データに配分し、光量制御手段により、ドライ
バによる各フレームの画像データの表示に対応して、バックライトの光量をシーケンス制
御する液晶ディスプレイが開示されている。
【特許文献１】特開平５－２７３５２３号公報
【特許文献２】特開２０００－３３８４５９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１及び特許文献２の擬似的な階調表示を行う液晶表示装置には
、以下の問題がある。すなわち、第１の問題点は、１フレーム目と２フレーム目に液晶パ
ネルに出力する信号値の差分が大きいために、画面にチラツキが発生してしまうというも
のである。第２に、１フレーム目と２フレーム目に液晶パネルに供給する信号値の差分が
大きいため、液晶層の状態遷移に時間がかかって液晶パネルの応答速度が遅くなってしま
うという問題である。さらに、第３の問題点は、１フレーム目と２フレーム目に出力する
信号値の差分が大きいため、ガンマ歪みの影響を受けやすいという問題である。
【０００５】
　本発明の課題は、チラツキの発生をより抑えて、液晶パネルが対応する階調以上の階調
表示を擬似的に行うことができる液晶表示装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するため、請求項１に記載の発明は、１フレーム当たり（ｎ＋ｍ）ビッ
ト（ここで、ｎ及びｍは、自然数）の入力画像データに基づいて、データ幅ｎビットの液
晶表示部に映像を表示する液晶表示装置において、
　フレーム単位の前記入力画像データにおける下位ｍビットをカットしてｎビットに変換
された第１フレーム画像データと、フレーム単位の前記入力画像データにおける上位ｍビ
ットをカットしてｎビットに変換された第２フレーム画像データと、を生成する生成手段
と、
　前記生成手段により生成された前記第１フレーム画像データにおける上位ｍビットを除
くビット及び前記第２フレーム画像データにおける下位ｍビットを除くビットを、それぞ
れ１ビット右にシフトするシフト演算を行うシフト演算手段と、
　前記シフト演算手段によりシフト演算された前記第１フレーム画像データ及び前記第２
フレーム画像データに基づく画像を、前記入力画像データにおける同期信号の周波数の２
倍のフレーム駆動周波数で、前記液晶表示部に出力させる出力制御手段と、
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　前記第１フレーム画像データに基づく画像出力時のバックライト輝度に対して、前記第
２フレーム画像データに基づく画像出力時のバックライト輝度を、１／２m　とすること
により、前記第１フレーム画像データに基づく画像出力時のバックライト輝度に対して、
前記第２フレーム画像データに基づく画像出力時のバックライト輝度を弱めるバックライ
ト制御手段と、
　を備えることを特徴とする。
【０００７】
　請求項２に記載の発明は、１フレーム当たり（ｎ＋ｍ）ビット（ここで、ｎ及びｍは、
自然数）の入力画像データに基づいて、データ幅ｎビットの液晶表示部に映像を表示する
液晶表示制御方法において、
　フレーム単位の前記入力画像データにおける下位ｍビットをカットしてｎビットに変換
された第１フレーム画像データと、フレーム単位の前記入力画像データにおける上位ｍビ
ットをカットしてｎビットに変換された第２フレーム画像データと、を生成する工程と、
　次いで、前記第１フレーム画像データにおける上位ｍビットを除くビット及び前記第２
フレーム画像データにおける下位ｍビットを除くビットを、それぞれ１ビット右にシフト
するシフト演算を行う工程と、
　次いで、前記第１フレーム画像データ及び前記第２フレーム画像データに基づく画像を
、前記入力画像データにおける同期信号の周波数の２倍のフレーム駆動周波数で、前記液
晶表示部に出力させる工程と、
　前記第１フレーム画像データに基づく画像出力時のバックライト輝度に対して、前記第
２フレーム画像データに基づく画像出力時のバックライト輝度を弱める工程と、
　を備えることを特徴とする。
【０００８】
　請求項３に記載の発明は、１フレーム当たり（ｎ＋ｍ）ビット（ここで、ｎ及びｍは、
自然数）の入力画像データに基づいて、データ幅ｎビットの液晶表示部に映像を表示する
液晶表示装置において、
　フレーム単位の前記入力画像データにおける下位ｍビットをカットしてｎビットに変換
された第１フレーム画像データと、フレーム単位の前記入力画像データにおける上位ｍビ
ットをカットしてｎビットに変換された第２フレーム画像データと、を生成する生成手段
と、
　前記生成手段により生成された前記第１フレーム画像データにおける上位ｍビットを除
くビット及び前記第２フレーム画像データにおける下位ｍビットを除くビットを、それぞ
れ１ビット右にシフトするシフト演算を行うシフト演算手段と、
　前記シフト演算手段によりシフト演算された前記第１フレーム画像データ及び前記第２
フレーム画像データに基づく画像を、前記入力画像データにおける同期信号の周波数の２
倍のフレーム駆動周波数で、前記液晶表示部に出力させる出力制御手段と、
　前記第１フレーム画像データに基づく画像出力時のバックライト輝度に対して、前記第
２フレーム画像データに基づく画像出力時のバックライト輝度を弱めるバックライト制御
手段と、
　を備えることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
　請求項１に記載の発明によれば、生成手段により、フレーム単位の入力画像データにお
ける下位ｍビットがカットされてｎビットに変換された第１フレーム画像データと、フレ
ーム単位の入力画像データにおける上位ｍビットがカットされてｎビットに変換された第
２フレーム画像データと、が生成され、シフト演算手段により、生成手段により生成され
た第１フレーム画像データにおける上位ｍビットを除くビット及び第２フレーム画像デー
タにおける下位ｍビットを除くビットが、それぞれ１ビット右にシフトされるシフト演算
が行われ、出力制御手段により、シフト演算手段によりシフト演算された第１フレーム画
像データ及び第２フレーム画像データに基づく画像が、入力画像データにおける同期信号
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の周波数の２倍のフレーム駆動周波数で、液晶表示部に出力され、バックライト制御手段
により、第１フレーム画像データに基づく画像出力時のバックライト輝度に対して、第２
フレーム画像データに基づく画像出力時のバックライト輝度が、１／２m　とされること
により、第１フレーム画像データに基づく画像出力時のバックライト輝度に対して、第２
フレーム画像データに基づく画像出力時のバックライト輝度が弱められる。
　したがって、１フレーム目及び２フレーム目に出力する信号値の差分を平均的に小さく
できることとなって、チラツキの発生をより抑えて、液晶パネルが対応する階調以上の階
調表示を擬似的に行うことができる液晶表示装置を提供することができる。また、バック
ライト制御手段により、第１フレーム画像データに基づく画像出力時のバックライト輝度
に対して、第２フレーム画像データに基づく画像出力時のバックライト輝度が、１／２m

　とされるため、液晶パネルに表示される画像の階調を最も効果的に改善させることがで
きる。
【００１０】
　請求項２に記載の発明によれば、フレーム単位の入力画像データにおける下位ｍビット
がカットされてｎビットに変換された第１フレーム画像データと、フレーム単位の入力画
像データにおける上位ｍビットがカットされてｎビットに変換された第２フレーム画像デ
ータと、が生成され、次いで、第１フレーム画像データにおける上位ｍビットを除くビッ
ト及び第２フレーム画像データにおける下位ｍビットを除くビットが、それぞれ１ビット
右にシフトされるシフト演算が行われ、次いで、第１フレーム画像データ及び第２フレー
ム画像データに基づく画像が、入力画像データにおける同期信号の周波数の２倍のフレー
ム駆動周波数で、液晶表示部に出力され、第１フレーム画像データに基づく画像出力時の
バックライト輝度に対して、第２フレーム画像データに基づく画像出力時のバックライト
輝度が弱められる。
　したがって、１フレーム目及び２フレーム目に出力する信号値の差分を平均的に小さく
できることとなって、チラツキの発生をより抑えて、液晶パネルが対応する階調以上の階
調表示を擬似的に行うことができる液晶表示装置を提供することができる。
【００１１】
　請求項３に記載の発明によれば、フレーム単位の入力画像データにおける下位ｍビット
がカットされてｎビットに変換された第１フレーム画像データと、フレーム単位の入力画
像データにおける上位ｍビットがカットされてｎビットに変換された第２フレーム画像デ
ータと、が生成され、シフト演算手段により、生成手段により生成された第１フレーム画
像データにおける上位ｍビットを除くビット及び第２フレーム画像データにおける下位ｍ
ビットを除くビットが、それぞれ１ビット右にシフトされるシフト演算が行われ、出力制
御手段により、シフト演算手段によりシフト演算された第１フレーム画像データ及び第２
フレーム画像データに基づく画像が、入力画像データにおける同期信号の周波数の２倍の
フレーム駆動周波数で、液晶表示部に出力され、バックライト制御手段により、第１フレ
ーム画像データに基づく画像出力時のバックライト輝度に対して、第２フレーム画像デー
タに基づく画像出力時のバックライト輝度が弱められる。
　したがって、１フレーム目及び２フレーム目に出力する信号値の差分を平均的に小さく
できることとなって、チラツキの発生をより抑えて、液晶パネルが対応する階調以上の階
調表示を擬似的に行うことができる液晶表示装置を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下、本発明の実施の形態を、図面を参照しながら詳細に説明する。
　本実施形態の液晶表示装置は、所定のデータ幅ｎビットの液晶表示部を備えている。本
液晶表示装置では、１フレーム当たり（ｎ＋ｍ）ビット（ここで、ｎ及びｍは、自然数）
の入力画像データに対して、以下に説明する所定の信号処理を行うことで、ｎビットパネ
ルが本来表示可能なビット数を超えた入力画像データのビット数（ｎ＋ｍビット）での階
調表示を実現する。
【００１３】
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　まず、本実施形態における液晶表示装置１００の要部構成について説明する。図１は、
本実施形態における液晶表示装置１００の要部構成を例示するブロック図である。
【００１４】
本液晶表示装置１００は、例えば、図１に示すように、装置本体部１内に、放送信号を受
信するアンテナ２と、アンテナ２により受信された放送信号から所定のチャンネルの放送
信号を選局するチューナ３と、チューナ３により選局された放送信号を復調する復調部４
と、復調部４により復調された放送信号を複数のストリームに分離するＴＳデコーダ５と
、ＴＳデコーダ５により分離された放送信号を復号するビデオデコーダ６及びオーディオ
デコーダ７と、オーディオデコーダ７により復号された音声信号に対して所定の処理を行
う音声処理部８と、音声処理部８により処理された音声信号を出力する音声出力部９と、
ビデオデコーダ６により復号された映像信号から同期信号を分離する同期分離回路１０と
、ビデオデコーダ６により復号された映像信号に対して所定の映像処理を行う映像処理部
１１と、映像処理部１１により処理された映像信号を出力する液晶（LCD :Liquid Crysta
l Display）表示部１２と、液晶表示部１２を駆動するゲート線駆動部１３及びデータ線
駆動部１４と、同期分離回路１０により入力画像データから分離された同期信号の周波数
を逓倍する倍速変換部１５と、液晶表示部１２に備わるバックライト１２２を制御するバ
ックライト制御部１６と、各種操作を行うためのキー操作部１７と、装置本体部１全体を
統括制御する制御部１８と、等を備えており、各部は制御バス１９により接続されている
。
【００１５】
　アンテナ２は、例えば、屋外において所定の方向に向けて配置され、図示しないテレビ
ジョン放送局等から発信される高周波（RF）のテレビジョン放送信号（RF信号）を受信す
る。
チューナ３は、例えば、図示は省略するが、高周波増幅回路と、局部発振回路及び混合回
路から成る周波数変換回路と、を備えて構成されており、アンテナ２等により入力された
テレビジョン放送信号を、高周波増幅回路において増幅し、混合回路において局部発振回
路から出力される局部発振信号と混合する。さらに、特定の周波数を選局するための制御
部１８からの制御出力に応じて、特定周波数帯の中間周波信号（IF信号）を受信し、当該
中間周波信号に所定の処理を行って復調部４に出力する。
　復調部４は、例えば、制御部１８からの制御に基づいて、チューナ３から出力された中
間周波信号に対してデジタル復調や誤り訂正などの処理を実行し、トランスポートストリ
ーム（TS）を生成して、ＴＳデコーダ５に出力する。
【００１６】
　ＴＳデコーダ５は、復調部４から入力されたトランスポートストリームを、ＭＰＥＧ２
（Moving Picture Experts Group 2）規格下のビデオストリーム、オーディオストリーム
及びＰＳＩ／ＳＩ（Program Specific Information/Service Information）等のデータス
トリームに分離するとともに、当該ビデオストリームをビデオデコーダ６に、オーディオ
ストリームをオーディオデコーダ７に出力し、さらに、ＰＳＩ／ＳＩ等のデータストリー
ムを制御部１８等に供給する。
ビデオデコーダ６は、ＴＳデコーダ５から入力されたビデオストリームを復号し、逆ＤＣ
Ｔ変換や動き補償制御等を行い、画像データ（入力画像データ）を生成して映像処理部１
１に出力する。また、オーディオデコーダ７は、ＴＳデコーダ５から入力されたオーディ
オストリームを復号し、音声データを生成して音声処理部８に出力する。
【００１７】
音声処理部８は、オーディオデコーダ７から入力された音声データに対して、Ｄ／Ａ変換
等の各種処理を行い、音声信号を生成して音声出力部９に出力する。
音声出力部９は、例えば、スピーカ９ａ等を備え、音声処理部８から入力された音声信号
に基づく音声を当該スピーカ９ａにより出力させる。
【００１８】
同期分離回路１０は、ビデオデコーダ６により復号された映像信号から同期信号を分離し
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、バックライト制御部１６に送出する。
【００１９】
　映像処理部１１は、例えば、図２に示すように、メモリ１１１と、データ処理部１１２
と、選択部１１３と、バッファ１１４等を備えて構成され、ビデオデコーダ６から入力さ
れる入力画像データに対して所定の信号処理を行う。
【００２０】
　具体的には、映像処理部１１では、まず初めに、入力される１フレーム当たり（ｎ＋ｍ
）ビットの入力画像データをメモリ１１１に書き込み、書き込みクロック周波数の２倍の
読みだしクロック周波数で、書き込まれたデータを（ｎ＋ｍ）ビット毎に２度読み出して
、入力画像データを２倍に倍増する。
【００２１】
　データ処理部１１２には、メモリ１１１から読み出され、２倍に倍増された入力画像デ
ータの各々を保持する第１フレームメモリ１１２１及び第２フレームメモリ１１２２が設
けられている。データ処理部１１２は、まず、メモリ１１１から１度目に読み出されたフ
レーム単位の入力画像データにおける下位ｍビットをカットしてｎビットに変換し、第１
フレーム画像データを生成する。続いて、メモリ１１１から２度目に読み出されたフレー
ム単位の入力画像データにおける上位ｍビットをカットしてｎビットに変換し、第２フレ
ーム画像データを生成する。
次に、生成されたｎビットの第１フレーム画像データにおける上位ｍビットを除いて、ビ
ットの信号値を１／２化するシフト演算を行う。続いて、ｎビットの第２フレーム画像デ
ータにおける下位ｍビットを除いて、ビットの信号値を１／２化するシフト演算を行う。
具体的には、データ処理部１１２は、制御部１８からの制御に従って、（ｎ＋ｍ）ビット
の入力画像データにおける下位ｍビットがカットされることにより生成されたｎビットの
第１フレーム画像データに対して、上位ｍビット以外の（ｎ－ｍ）ビットを１ビット右に
シフトさせる。また、（ｎ＋ｍ）ビットの入力画像データにおける上位ｍビットがカット
されることにより生成されたｎビットの第２フレーム画像データに対して、下位ｍビット
以外の（ｎ－ｍ）ビットを１ビット右にシフトさせる。このとき、第１フレーム画像デー
タのシフト演算における桁あふれは切り上げし、第２フレーム画像データのシフト演算に
おける桁あふれは切り捨てる。
【００２２】
　選択部１１３は、データ処理部１１２においてシフト演算が行われた第１フレーム画像
データと、第２フレーム画像データを交互に選択し、バッファ１１４に出力する。
　バッファ１１４は、データ処理部１１２から入力される第１フレーム画像データと、第
２フレーム画像データを一時的に保持するとともに、倍速変換部１５から出力される同期
信号に基づいて、入力画像データにおける同期信号の周波数の２倍のフレーム駆動周波数
で、液晶表示部１２に出力する。
【００２３】
　液晶表示部１２は、液晶パネル１２１を備え、映像処理部１１から入力された映像信号
に基づく映像を当該液晶パネル１２１に表示させる。
　液晶表示部１２に備わる液晶パネル１２１は、例えば、図示は省略するものの、ガラス
基板と、このガラス基板に対して所定の間隔を隔てて配設された対向基板とを張り合わせ
、これらガラス基板及び対向基板を２枚の偏光板で挟むとともに、ガラス基板及び対向基
板の間に液晶層が封入された構成となっており、液晶パネル１２１の裏側にはバックライ
ト１２２が配設されている。
　ガラス基板の上には、複数の画素電極がマトリクス状に配設され、一方、当該画素電極
に対向して対向基板上に対向電極が形成されている。各画素電極は、これを駆動する薄膜
トランジスタ（TFT: Thin Film Transistor）を、マトリクス状のゲート線及びデータ線
と接続されるように配設されており、画素電極に供給された画素電極電圧と、対向電極に
供給された対向電極電圧との電位差によって、画素電極と対向電極との間に封入された領
域の液晶層が配列方向を変え、偏光板と配向膜とともに動作して、背面側からの光を通過
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／遮断させる液晶シャッターとして作用する。また、対応基板側にはＲＧＢのカラーフィ
ルタが設けられ、液晶パネル１２１においてカラー表示を行う。
【００２４】
　ゲート線駆動部１３は、液晶表示部１２におけるゲート線の各々の対応して設けられて
おり、同一のゲート線上に連なる薄膜トランジスタをオンさせる電圧或いはオフさせる電
圧をゲート線に供給する。
　データ線駆動部１４は、液晶表示部１２におけるデータ線の各々に対応して設けられて
おり、信号処理部から入力される映像データに応じた電圧を、ゲート線駆動部１３から出
力される同期信号と同期してデータ線に出力する。
　このような液晶表示部１２及び駆動部１３、１４において、ゲート線駆動部１３により
高電位の電圧を一のゲート線に供給するとともに、各データ線に、映像処理部１１から出
力されるデータに応じた電圧値の電圧を供給し、これを、上のゲート線から下のゲート線
まで順に繰り返すことにより、１フレーム分の画像が液晶パネル１２１に表示されること
となる。
【００２５】
　倍速変換部１５は、同期分離回路１０により、入力画像データから分離された同期信号
の周波数を逓倍するＰＬＬ回路を備え、例えば、同期信号の周波数を２倍の周波数に倍速
変換し、バックライト制御部１６と、映像処理部１１に備わるバッファ１１４に出力する
。
　バックライト制御部１６は、制御部１８の制御に従い、倍速変換部１５から出力される
同期信号に基づく入力画像データの２倍のフレーム駆動周波数により、液晶表示部１２に
備わるバックライト１２２に対してバックライト制御信号を出力して、バックライト１２
２を所定の輝度に点灯させるバックライト制御を行う。
【００２６】
　キー操作部１７は、例えば、遠隔操作を行うためのリモートコントローラ（以下、「リ
モコン」と称する）に備わり、ユーザが各種指示を入力するための複数のキーを備えてい
る。当該キー操作部１７において、ユーザによるキーの押下操作が行われると、押下され
たキーに対応する入力操作信号が出力され、この入力操作信号が制御部１８において受信
されると、制御部１８により押下されたキーに対応する制御が実行されることとなる。
【００２７】
　制御部１８は、例えば、ＣＰＵ（Central Processing Unit）１８１、メモリ部１８２
、ＲＯＭ（Read Only Memory）１８３等を備えて構成されている。
【００２８】
　ＣＰＵ１８１は、装置本体部１の各部から入力された入力信号や、リモコン等における
各種キーの押下操作によって入力された入力操作信号等に応じて、ＲＯＭ１８３に格納さ
れた各種プログラムを実行するとともに、実行にかかるプログラムに基づいて装置本体部
１の各部に出力信号を出力することにより、液晶表示装置１００の動作全般を統括制御す
る。
【００２９】
メモリ部１８２は、例えば、ＲＡＭ（Random Access Memory）等の揮発性メモリからなる
ワークエリア１８２１を備えており、ＣＰＵ１８１によって各種プログラムが実行される
際に生じる処理結果や、入力されたデータ等をこのワークエリア１８２１に記憶させる。
　また、メモリ部１８２は、ＥＰＲＯＭ（Erasable Programmable ROM）等の不揮発性メ
モリからなるデータエリア１８２２を備えている。
【００３０】
ＲＯＭ１８３は、例えば、不揮発性メモリから成るプログラム格納エリアを有しており、
具体的には、信号処理プログラム１８３ａ、出力制御プログラム１８３ｂ、バックライト
制御プログラム１８３ｃ等を記憶している。
【００３１】
信号処理プログラム１８３ａは、例えば、ＣＰＵ１８１に、１フレーム当たり（ｎ＋ｍ）
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ビットの入力画像データに基づいて、当該入力画像データにおける下位ｍビットをカット
してｎビットに変換された第１フレーム画像データと、フレーム単位の入力画像データに
おける上位ｍビットをカットしてｎビットに変換された第２フレーム画像データと、を生
成する処理を行うとともに、生成された第１フレーム画像データにおける上位ｍビットを
除くビット及び第２フレーム画像データにおける下位ｍビットを除くビットを、それぞれ
１ビット右にシフトするシフト演算処理を映像処理部１１に実行させる。
ＣＰＵ１８１は、かかる信号処理プログラム１８３ａを実行することにより、映像処理部
１１とともに生成手段及びシフト演算手段として機能する。
【００３２】
　ここで、図３を用いて、信号処理プログラム１８３ａの実行において、上述した映像処
理部１１において行われる信号処理の具体例について説明する。
　なお、以下の説明において、例えば、ｎ＝８、ｍ＝２として、液晶表示装置１００には
、ＲＧＢの各信号を２５６段階で表現するデータ幅８ビットの液晶パネル１２１が備わる
ものとする。また、１フレーム当たり（ｎ＋ｍ）ビットの入力画像データは、１０ビット
のデータであるものとする。
【００３３】
　まず初めに、ＣＰＵ１８１は、図３（ａ）に示すように、映像処理部１１に１フレーム
当たり１０ビットの入力画像データ「００１１１０１１０１」が入力されると、この入力
画像データをメモリ１１１に書き込むとともに、書き込みクロック周波数の２倍の読みだ
しクロック周波数で２度読み出し、入力画像データを２倍のデータ「００１１１０１１０
１」（これを、「１つ目のデータ」とする）、「００１１１０１１０１」（これを、「２
つ目のデータ」とする）に倍増させ、各データをデータ処理部１１２に出力させる。
【００３４】
　次に、ＣＰＵ１８１は、図３（ｂ）に示すように、データ処理部１１２において、１つ
目のデータ「００１１１０１１０１」の下位２ビットをカットして８ビットに変換するこ
とにより、第１フレーム画像データ「００１１１０１１」を生成させる。さらに、２つ目
のデータ「００１１１０１１０１」における上位２ビットをカットして８ビットに変換し
、第２フレーム画像データ「１１１０１１０１」を生成させる。
【００３５】
次いで、ＣＰＵ１８１は、図３（ｃ）に示すように、データ処理部１１２において、８ビ
ットの第１フレーム画像データ「００１１１０１１」における上位２ビット以外の６ビッ
トを、１ビット右にシフトさせるとともに、桁あふれは切り上げるシフト演算を行って、
第１フレーム画像データを「０００１１１１０」に変換する。また、８ビットの第２フレ
ーム画像データ「１１１０１１０１」における下位２ビット以外の６ビットを、１ビット
右にシフトさせるとともに、桁あふれは切り捨てるシフト演算を行って、第２フレーム画
像データを「０１１１０１０１」に変換する。
【００３６】
出力制御プログラム１８３ｂは、信号処理プログラム１８３ａの実行においてシフト演算
された第１フレーム画像データ及び第２フレーム画像データに基づく画像を、入力画像デ
ータの周波数の２倍のフレーム駆動周波数で、液晶表示部１２に出力する機能を実現させ
るためのプログラムである。
具体的には、ＣＰＵ１８１は、上述した信号処理プログラム１８３ａの実行において、シ
フト演算が行われた第１フレーム画像データと、第２フレーム画像データを、選択部１１
３において交互に選択し、液晶表示部１２に対して出力する。このとき、ＣＰＵ１８１は
、第１フレーム画像データ及び第２フレーム画像データを、一時的にバッファ１１４に蓄
えるとともに、入力画像データから分離した同期信号の周波数の２倍のフレーム駆動周波
数で、バッファ１１４から読み出して液晶表示部１２に出力する。すなわち、例えば、入
力画像データから分離された同期信号の周波数が６０Ｈｚである場合には、１２０Ｈｚの
フレーム駆動周波数で、第１フレーム画像データ及び第２フレーム画像データが交互に液
晶表示部１２に出力されることとなる。
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ＣＰＵ１８１は、かかる出力制御プログラム１８３ｂを実行することにより、出力制御手
段として機能する。
【００３７】
バックライト制御プログラム１８３ｃは、第１フレーム画像データに基づく画像出力時の
バックライト輝度に対して、第２フレーム画像データに基づく画像出力時のバックライト
輝度を、１／２m　とすることにより、第１フレーム画像データに基づく画像出力時のバ
ックライト輝度に対して、第２フレーム画像データに基づく画像出力時のバックライト輝
度を弱める機能を実現させるためのプログラムである。
具体的には、ＣＰＵ１８１は、バックライト制御部１６により、映像処理部１１のバッフ
ァ１１４から出力される第１フレーム画像データ及び第２フレーム画像データの出力の切
り替えに合わせて、バックライト１２２の点灯を制御する。例えば、上述のようにｎ＝８
、ｍ＝２とした場合、ＣＰＵ１８１は、データ幅８ビットの液晶パネル１２１を備える液
晶表示部１２に第１フレーム画像データを出力する時、バックライト制御部１６により、
１００％のバックライト輝度でバックライト１２２を点灯させる。また、ＣＰＵ１８１は
、液晶表示部１２に対する第２フレーム画像データを出力する時、バックライト制御部１
６により、第１フレーム画像出力時の４分の１の２５％のバックライト輝度でバックライ
ト１２２を点灯させる。これにより、液晶パネル１２１に表示される画像の画質が２５％
（すなわち、２ビット分）改善されることとなる。
ＣＰＵ１８１は、かかるバックライト制御プログラム１８３ｃを実行することにより、バ
ックライト制御手段として機能する。
【００３８】
上述のように、本液晶表示装置１００においては、映像処理部１１において生成されてシ
フト演算が行われた第１フレーム画像データと、第２フレーム画像データを、順次切り替
えて映像表示部に出力することにより、第１フレーム画像データ及び第２フレーム画像デ
ータで一画面を表示するとともに、第１フレーム画像データ出力時及び第２フレーム画像
データ出力時のバックライト１２２の最大輝度を切り替える。これにより、液晶パネル１
２１が本来表現可能な階調以上の階調表示が実現されることとなり、例えば、２５６階調
表示を行う８ビットパネルにおいて、入力画像データに応じた１０ビットでの階調（すな
わち、１０２４階調）で画像が表示されることとなる。
【００３９】
　以上説明した本実施形態における映像表示装置は、１フレーム当たり（ｎ＋ｍ）ビット
（ここで、ｎ及びｍは、自然数）の入力画像データに基づいて映像を表示するデータ幅ｎ
ビットの液晶表示部１２を備え、ＣＰＵ１８１による信号処理プログラム１８３ａの実行
により、フレーム単位の入力画像データにおける下位ｍビットがカットされてｎビットに
変換された第１フレーム画像データと、フレーム単位の入力画像データにおける上位ｍビ
ットがカットされてｎビットに変換された第２フレーム画像データと、が生成され、生成
された第１フレーム画像データにおける上位ｍビットを除くビット及び第２フレーム画像
データにおける下位ｍビットを除くビットが、それぞれ右にシフトされるシフト演算が行
われる。また、ＣＰＵ１８１による出力制御プログラム１８３ｂの実行により、信号処理
プログラム１８３ａの実行によりシフト演算された第１フレーム画像データ及び第２フレ
ーム画像データに基づく画像が、入力画像データにおける同期信号の周波数の２倍のフレ
ーム駆動周波数で液晶表示部１２に出力され、ＣＰＵ１８１によるバックライト制御プロ
グラム１８３ｃの実行により、第１フレーム画像データに基づく画像出力時のバックライ
ト輝度に対して、第２フレーム画像データに基づく画像出力時のバックライト輝度が、１
／２m　とされることにより、第１フレーム画像データに基づく画像出力時のバックライ
ト輝度に対して、第２フレーム画像データに基づく画像出力時のバックライト輝度が弱め
られる。
　したがって、１フレーム目及び２フレーム目に出力する信号値の差分が平均的に小さく
なるため、チラツキの発生をより抑えて、液晶パネル１２１が対応する階調以上の階調表
示を擬似的に行うことができる液晶表示装置１００を提供することができる。また、第１
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フレーム画像データに基づく画像出力時のバックライト輝度に対して、第２フレーム画像
データに基づく画像出力時のバックライト輝度が、１／２m　とされるため、液晶パネル
１２１に表示される画像の階調を最も効果的に改善させることができる。
【００４０】
　また、本液晶表示装置１００によれば、液晶駆動時に１フレーム目と２フレーム目に液
晶パネル１２１に出力する信号値の差分が小さくなるため、液晶層をより高速に状態遷移
させることができることとなって、液晶パネル１２１の応答速度が速くなり、駆動速度に
対するマージンを増やすことができる。
　さらに、本液晶表示装置１００では、１フレーム目と２フレーム目にそれぞれ中間色を
出力して輝度レベルを重ね合わせることにより画像表示を行っているため、ガンマ歪みの
影響を軽減することができる。
【００４１】
　なお、本発明は、上記実施の形態に限られることなく、本発明の趣旨を逸脱しない範囲
において、種々の改良並びに設計の変更を行っても良い。
【図面の簡単な説明】
【００４２】
【図１】本実施形態における液晶表示装置の要部構成を例示するブロック図である。
【図２】映像処理部の要部構成を例示するブロック図である。
【図３】信号処理プログラムの実行に際して映像処理部において行われる信号処理を説明
するための図である。
【符号の説明】
【００４３】
１００　　液晶表示装置
１１　　　映像処理部（生成手段、シフト演算手段）
１２　　　液晶表示部
１６　　　バックライト制御部（バックライト制御手段）
１８１　　ＣＰＵ（生成手段、シフト演算手段、出力制御手段、バックライト制御手段）
１８３ａ　信号処理プログラム（生成手段、シフト演算手段）
１８３ｂ　出力制御プログラム（出力制御手段）
１８３ｃ　バックライト制御プログラム（バックライト制御手段）
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